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環境改善の目的環境改善の目的

今後、原子炉建屋（R/B）内において下記の作業を実
施するため、人が原子炉建屋内に入域でき、且つ工事
が実施可能なレベルまで環境改善を図ること。

《６月中旬》

原子炉圧力、水位、格納容器内圧力監視のための計器
校正・取り付け

格納容器への窒素封入用配管の設置工事

《７月以降》

原子炉代替冷却システム設置工事

トーラス室グラウト注入工事のための調査
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原子炉圧力、水位等の計器校正・取り付け原子炉圧力、水位等の計器校正・取り付け

計器の電源復旧により原子炉圧力、原子炉水位、原子炉格納容器圧力を確
認できる状態になったものの、原子炉建屋および原子炉格納容器内の高温・
高湿度環境による影響から計器指示値のズレが生じている状況にある
 原子炉水位の校正を行い、原子炉水位の監視機能回復を図る
 現場圧力計の取り付けを行い、原子炉圧力監視の信頼性向上を図る
 格納容器圧力計の校正を行い、格納容器圧力監視の信頼性向上を図る

対象計器および作業場所

PT

原子炉格納容器
圧力計

LT

原子炉水位計
（燃料域）

作業対象計器

 

480V   MCC

ＥＶ

PLR(A)

ＨＣＵ

ＨＣＵ

480V   MCC

RHR
Hx(B)

RHR
Hx(A)

２号機　原子炉建屋　１階

作業エリア
原子炉水位計Ａ
ＪＰ計装ラック

原子炉水位計Ｂ
ＪＰ計装ラック

PLR(B)

A

A

B A B

再生

非再生

B

EV

A

BC

FCS(A）

[1]

２号機　原子炉建屋　２階

作業エリア
原子炉格納容器圧力計

原子炉系計装ラック
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原子炉水位計の校正・計器取り付け

 燃料域水位計の検出配管への水張りおよび計器校正を行う
 燃料域水位計のテスト弁から検出配管を分岐し、差圧指示計、圧力計を設置
 本作業を行うことにより、原子炉水位の監視が健全化するため、原子炉内の水

位確認可能となる

原子炉水位計の校正・取り付け原子炉水位計の校正・取り付け

 R/B PCV RPV R/BPCV

L側ﾍﾟﾈ

H側ﾍﾟﾈ

LT
燃料域水位計

本来の基準面：OP 29191

X28,19A ：OP 23151

X40-A OP 15480

OP 17976

計器校正
入出力の確認

dPI PI(L側)PI(H側)

差圧計 L側 圧力計H側 圧力計

この部分の水張り作業

仮設ラック

現場指示計の取付け 3



格納容器圧力計の校正格納容器圧力計の校正

 原子炉格納容器圧力計の計器校正を行う
 本作業を行うことにより、格納容器水位の監視精度が向上し、格納容器ベン

トライン水没のリスクが低減できる

格納容器圧力計の校正

 R/B RPV R/BPCV

ﾍﾟﾈX40A ：OP 15480

原子炉格納容器
圧力計

計器校正
入出力の確認

PT

PCV
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 原子炉の冷却を促進すると、発生蒸気の減少あるいは蒸気凝縮により、水蒸
気の濃度が減少することで、原子炉格納容器内の水素濃度が相対的に高まる
ことによって可燃限界に至る（水素爆発）懸念がある

 格納容器に窒素を封入し内部を不活性化することで水素爆発を防止する

窒素封入用配管設置工事の概要窒素封入用配管設置工事の概要

窒素封入設備の概要

RPV 8A 

原子炉建屋内

V- -
（窒素封入時、開操作）

原子炉格納容器

：

RPV 8A 
MO

001A
MO

001A

原子炉建屋内

V- 501A 
（窒素封入時、開操作）原子炉格納容器

：

仮設窒素発生装置
接続

FI

PI

仮設窒素発生装置
接続

FI

PI
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２号機環境改善の考え方２号機環境改善の考え方

（注１）全面マスクの着用基準

Bq/㎝3

0.02以上 0.02未満 0.03以上 0.03未満

70%以上 × ○ × ○

50～70% × ○ × ○

50%未満 × ○ × ○

Cs-134
湿度

Cs-137

《セシウム》

原子炉建屋入域

工事準備

YES

NO

ダスト低減湿度低減

5/31～手段１：燃料プール冷却

手段２：局所排風機運転

手段３：エアロック開

全面マスクで入
域可能か（注１）

環境評価

ﾓﾆﾀﾘﾝｸﾞ

Bq/㎝3

90%以上

70～90%

50～70%

50%未満

○
（70分以下）

○
（120分以下）

○
（Honeywell社製マ
スクで120分以下）

0.01未満0.01以上

×

○
（時間制限無し）

×

湿度
I-131

《よう素》
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実施方法実施方法

7

使用済燃料プール循環冷却システム（5/31から運転開始）により燃料プール
からの蒸気発生を止め、建屋内の環境改善（放射性物質［以下、ダストと言
う］濃度、湿度改善）を試みる

プール冷却開始から３日が経過した時点で、建屋内のダスト濃度、湿度を採
取し、その効果を確認し、全面マスクでの入域が可能かどうかを判断する

ステップ１ステップ１

 プール冷却により全面マスクでの入域レベルまでダストが低
減していない場合、局所排風機によるダスト低減を試みる

ステップ１ステップ１´́

全面マスクでの入域が可能なレベルまで湿度を低減させるためエアロックを
開放する

エアロック開放時には、外部環境への影響評価、モニタリングを1号機の知見
を踏まえ実施する

ステップ２ステップ２



燃料プール冷却による環境改善効果（ダスト）燃料プール冷却による環境改善効果（ダスト）
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燃料プールが冷却されることでプールからの蒸発がなくなり、
1時間あたり1.8×108 Bqがプール冷却開始により抑制できた

ものと評価している（図１）

 採取日：平成23年4月16日

 分析日：平成23年4月17日

 分析結果

 蒸発量：13.7ｔ/日（平成23年5月22～26日の平均）

4,100約8日よう素131

150,000約30年セシウム137

160,000約2年セシウム134

濃度（Bq/cm3）半減期主な検出核種
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プール循環冷却（5/31 17:40～）

プール冷却効果（I-131）

I-131の減衰曲線
（半減期8日）

プール冷却効果（Cs）
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図１図１ 燃料プール冷却によるダスト抑制効果燃料プール冷却によるダスト抑制効果

放射性物質（ダスト）濃度放射性物質（ダスト）濃度 プール冷却により抑制効果が見られる



燃料プール冷却による環境改善効果（温度、湿度）燃料プール冷却による環境改善効果（温度、湿度）
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温度、湿度温度、湿度

99.999.9湿度（％）

34～3536.7温度（℃）

②6/4①5/26

燃料プール冷却だけは１階の温度、
湿度の改善までは至っていない

測定箇所：１階北側エアロック（内側）から約5m先



エアロック（二重扉）開による自然換気エアロック（二重扉）開による自然換気

エアロック（二重扉）を開放すると、階段室等の吹き抜け部が煙突効果
を果たし、上向きの空気の流れが発生する。この換気効果で建屋内の
湿度の低減を図る。

《検討条件》
①外気温度

18.4℃（小名浜 ６月平均温度）
②外壁開口

ブローアウトパネル、エアロック（山側）
③建屋外の風

無風
④建屋内

階段開口を通じた気流とする
⑤ブローアウトパネルからの排気温度

（建屋内温度）：36.7℃

《算出結果》

約２５,０００ｍ3／h

※参考：SGTS定格流量：2,720m3/h

〈概念図〉
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自然換気時の留意事項自然換気時の留意事項

 局排運転時にダストが舞い上がり、一時的にダスト濃度増加が発生（参
考１）→給排気ダクトを引き込む場合は床面に直接置かない

 局排運転終了後のエアロック開時に、ダストの舞い上がり防止、外部へ
の影響緩和のために自然換気風量を制限（8時間）

1号機からの知見

2号機の特徴

• 建屋内にダクトを引き込まずエアロック２箇所を使った循環方式を採用（図２）

• エアロック開時には、扉開度を調整する等により風量を制限する

• 山側のエアロックを開くことにより松の廊下の汚染を防止する（参考２）

 タービン建屋地下階のダスト濃度が高いため、タービン建屋側のエア
ロック開により松の廊下を汚染させる恐れ

２号機への知見反映
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図２図２ 局所排風機によるダスト低減局所排風機によるダスト低減
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（
山
側
）

（
海
側
）

局所排風機
廃棄物処理建屋

１階

〈フィルタユニット〉

山側の非常用エア
ロックを徐々に開く



 評価（線量予測）評価（線量予測） →詳細は（参考３）

自然換気（換気時間８時間）により建屋内のダストが全て放出されたと仮定

自然換気時の環境影響評価自然換気時の環境影響評価

 エアロック（二重扉）を開放した際に、自然換気により原子炉建屋ブローアウ
トパネルから大気へ放出される放射性物質による環境への影響を評価

 評価では、局所排風機運転後のダスト濃度（６月１１～１４日の測定データで
最も高い数値）にて環境影響評価を行う。

吸入による内部被ばく線量が支配的であり、線量最大値は、

I-131 ： 5.6E-4 mSv

Cs-134,137 ： 6.8E-4 mSv

実効線量（I-131、Cs-134,137の合計値）の予測値は約1.3×10-3mSvであり、
年間の一般公衆の線量限度１mSvに比べて十分に小さい

モニタリングポストの予測値は約1.5×10-3μSv/hであり、現状の値（数十
μSv/h※ ）が変動するレベルではない。 ※平常時： 3×10-2μSv/h

14



自然換気時の放射線モニタ監視自然換気時の放射線モニタ監視

 原子炉建屋を自然換気する際は、風向を考慮
した上で実施する

 自然換気の間は、モニタリングポストの監視強
化を図る

 換気開始時刻に予想される風向、風速、大気
安定度を確認し、風向、風速からモニタリング地
点、観測時間帯を選定する

自然換気時の考慮事項自然換気時の考慮事項

放射線モニタの監視放射線モニタの監視
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（参考１）（参考１） 11号機原子炉建屋内の空気中ダスト濃度号機原子炉建屋内の空気中ダスト濃度

エアロック開放後
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ダスト巻上げ

よう素は緩やかに低減

セシウムは低減



（参考２）（参考２） 22号機原子炉建屋外（山側）におけるダスト濃度号機原子炉建屋外（山側）におけるダスト濃度
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（参考３）２号機（参考３）２号機環境影響評価環境影響評価の詳細の詳細

計算条件計算条件
換気量 ：約8,100m3/h

換気時間：約8時間

気象条件：風向 東、

風速1.0m/s、

大気安定度 F
排出点高さ：地上29.9m

（オペフロ高さ）

建屋内濃度評価値

7.4E-03I-131

1.0E-02Cs-137

1.0E-02

濃度(Bq/cm3)

Cs-134

核種

敷地境界濃度（３月平均値）敷地境界濃度（３月平均値）（Bq/㎝3）

I-131 4.4E-09
Cs-134 5.9E-09
Cs-137 5.9E-09
線量予測線量予測（mSv）
吸入による内部被ばく線量

I-131 5.6E-04
Cs-134,137 6.8E-04

大気からの外部被ばく線量
I-131 1.7E-07
Cs-134,137 3.5E-06

地表面からの外部被ばく線量
I-131 1.6E-06
Cs-134,137 6.7E-06
合計 1.3E-03

空間線量率空間線量率（（μSv/h）
最大値 1.5E-03

［濃度限度］

5.0E-06

2.0E-05

3.0E-05

［5/30西門測定値］

2.6E-06

8.2E-06

7.6E-06
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(6月13日14時00分～ 14時10分測定)



480V   MCC

ＥＶ

PLR

（Ａ）

PLR
（Ｂ）

ＨＣＵ

ＨＣＵ

480V

RHR
Hx(B)

RHR
Hx(A)

ダストサンプリング箇所
（5分、10分）

松の廊下（北）
14.5℃
60%

32.2℃
99.9％

36.7℃
99.9％

32.3℃
99.9％

松の廊下（南）
14.0℃
55.3%

22.3mSv26.3mSv

20.8mSv

オペフロハッチ
閉確認

13mSv
（水溜り表面）

20mSv（水溜り表面）

調査日時：平成23年5月26日　15時19分～15時32分
調査内容：①ダストサンプリング
　　　　　　　　（場所：北東コーナー、5分＆10分（2台を同じ箇所に設置
　　 　　　　②温度、湿度測定
　　 　　　　③線量測定
調査結果：①後報　②温度、湿度：上図参照　③線量：上図参照

エアハウス

（参考４）（参考４）現場調査結果、現場風景現場調査結果、現場風景
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